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構造用合板張耐震補強壁 実績報告書作成のご案内 

実績報告書は、当該技術の使用実績を把握するため、日合連においてとりまとめ

るよう、技術評価更新時（２０１９（令和元）年１２月２日）に、日本建築防災協会から

指導を受けたものです。 

２０１９（令和元）年１２月２日以降に設計・施工された物件につきましては、工事完

了後１か月以内に日合連あてご提出願います。 

 

報告書作成の大まかな流れ 

・実績報告書は、物件ごとに、「設計者」「施工者」の両者で、耐力壁資格制度 Web サイトの

報告書フォームに入力して頂きます。 

・「設計者」「施工者」の両者が同一の報告書フォームに入力するために、キーコードを介して

当該報告書フォームを「設計者」「施工者」のそれぞれに関連付けます。 

・以下に、先に「設計者」が報告書フォームに入力し、次に「施工者」が入力する手順を示しま

す。（「施工者」→「設計者」の順で入力することも可能です） 

設計者 施工者 

ログイン 【１】 【２】 【３】 

↓ 

報告書の新規作成（設計者分）【４】 

↓ 

報告書フォームへの入力（設計者分）【５】 

↓ 

施工者あてキーコードをメール送信【６】【８】 

 

 

 

 

↓ 

 

 

 

 

報告書提出（設計者分）【７】 

 

 

 

 

 

 

 

設計者から送信されたメールを受信【８】 

↓ 

設計者から送信されたメールのＵＲＬから 

耐力壁資格者ページにログイン【９】 

↓ 

設計者から送信されたキーコードを入力し、 

報告書フォーム（設計者入力済）を開く【９】 

↓ 

報告書フォームへの入力（施工者分）【１０】 

↓ 

報告書提出（施工者分）【１１】 

 

提出した報告書の確認・修正【１２】 



2 

 

 

【１】 ログイン （①、②のどちらからでも【２】へ。） 

 

① 日合連 Web サイト トップページ 

https://www.jpma.jp/ 

 

② 耐力壁資格制度 Web サイト トップページ 

https://www.bearingwall.jp/ 

 
  

【２】 

【２】 

https://www.jpma.jp/
https://www.bearingwall.jp/
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【２】 耐力壁資格者ページ ログイン 

https://www.bearingwall.jp/member/login 

●報告書フォームは、物件ごとに、「設計者」「施工者」の両者で入力。「設計者」「施

工者」それぞれで入力箇所が異なる。⇒【４－１】報告書作成の手順を参照。 

●以下、先に「設計者」が報告書を入力し、次に「施工者」が入力する手順で説明。

（「施工者」→「設計者」の順で入力することも可能） 

●種別選択 「設計者」を選択。 

●会員登録時のメールアドレス、パスワードを入力 

●「ログイン」をクリック。 ⇒【３】へ。 

 

 

【３】 耐力壁資格者ページへ遷移 

●「実績報告書」をクリック ⇒【４】へ。 

 

 

【３】 

【４】 

https://www.bearingwall.jp/member/login
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【４】 報告書の新規作成 

●報告書作成の手順の説明は「報告書作成の手順」をクリック」 ⇒【４－１】へ。 

●報告書を作成するには、「新規作成」をクリック」 ⇒【５】へ。 

 

 

【４－１】報告書作成の手順 

 

【５】 
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【５】 報告書フォームへの入力 《「設計者」の画面》 

 

 

設計者 

入力箇所 

 

設計者 

入力箇所 

 

⇒自動入力 
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設計者 

入力箇所 
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●報告書フォームのうち、「設計者」が入力すべき箇所を入力し、ページ下部にある

「キーコード送信」ボタンをクリック。パートナーとなる報告者（「施工者」）へキーコード

を送る。 ⇒【６】へ。 

 

 

【６】 キーコード送信 

●「キーコード送信」ボタンをクリックすると以下のポップアップ画面が表示。 

●「送信先メールアドレス」欄に、パートナーとなる報告者（「施工者」）のメールアドレ

スを入力し、「この宛先へ依頼を送信する」をクリック。 

 

●「閉じる」をクリックするとキーコードのメール送信が完了し、以下のポップアップ画

面が表示。 ⇒【８】へ。 

     【８】 

 

  

【７】 
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【７】報告書提出 《「設計者」の入力分のみ》 

●報告書フォームのうち、「設計者」が入力すべき箇所の入力が全て終れば、「提出」 

ボタンをクリックして日合連へ報告書を提出。（提出後も修正可能 ⇒【１２】） 

 

●提出が完了すると以下のポップアップ画面が表示。 

 
 

●入力漏れがあると、上記のポップアップ画面が現れず、報告書フォームに入力漏

れ箇所が赤字表示されるので、再入力し、再度「提出」をクリック。 ⇒【５】へ。 

 

●提出する前に入力を中断する場合は、 「下書き保存」ボタンを使って入力内容を

保存。 

  

【１２】 
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【８】キーコード送信メール 

●【６】のキーコード送信により、「施工者」あてに以下のメールが送信。 

●受信した「施工者」は、メール内の URL をクリック ⇒【９】へ。 

 

 
  

⇒コピー＆ペースト 
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●【６】でキーコードを送信した「設計者」あてにも、確認のため送信済のメールが届く。 
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【９】キーコードを入力し、報告書フォーム（設計者入力済）を開く 

https://www.bearingwall.jp/member/report 

●メールを受信した「施工者」は、メール記載の URL へログイン。 

●なお、「設計者」と同じメールアドレスでログインしている場合は、一度ログアウトし

てから、再度、「施工者」としてログイン。 

●報告書作成の手順の説明は「報告書作成の手順」をクリック」 ⇒【４－１】へ。 

●メール記載のキーコードを、「キーコード」欄にコピー＆ペースト。「キーコードを開く」

をクリック。 ⇒【１０】へ。 

 

  

【１０】 

https://www.bearingwall.jp/member/report


12 

 

 

【１０】報告書フォームへの入力 《「施工者」の画面》 

 

 

 
 

施工者 

入力箇所 

 

設計者の 

未入力箇所

や修正箇所

を入力 

 
⇒自動入力 
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施工者 

入力箇所 

 



14 

 

●「施工者」は、①施工箇所の写真ファイル 及び ②耐震補強で使用した合板の

JAS 印・メーカー名が見える写真ファイルをアップロード。 

●拡張子は .jpg .png .pdf がアップロード可能。ファイルサイズは４ＭＢ程度まで。 

●①施工箇所の写真、②合板の板面の写真、それぞれ１ファイルしかアップロードで

きません。このため、複数の施工箇所がある場合、代表的な施工箇所 1 箇所の写真

でも構いません。合板写真は、日合連傘下メーカーの製品を使用して頂いていること

を確認するためのものであり、最低１枚あれば十分です。 

 

●報告書フォームのうち、「施工者」が入力すべき箇所の入力が全て終われば 「提

出」 ボタンをクリックして日合連へ報告書を提出。 ⇒【１１】へ。 

 

●提出する前に入力を中断する場合は、 「下書き保存」ボタンを使って入力内容を

保存。 

 

●添付ファイルの例 

①施工箇所の写真の例             ②合板の板面の写真の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

施工者 

入力箇所 

 

【１１】 
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【１１】報告書提出 《「施工者」の入力分》 

●提出が完了すると以下のポップアップ画面が表示。（提出後も修正可能 ⇒【１２】） 

 
 

●入力漏れがあると、送信完了のポップアップ画面が現れず、報告書フォームに入

力漏れ箇所が表示されるので、再入力し、再度「提出」をクリック。 ⇒【１０】へ。 

 

  

【１２】 
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【１２】提出した報告書の確認・修正 

●報告書を提出すると、資格者ページに「実績報告書一覧」が表示される。修正が必

要な報告書について「編集」をクリックし、実績報告書詳細画面へ。⇒【５】又は【１０】 

 

●実績報告書詳細画面で必要な修正を終えた後、「提出」ボタンをクリックして日合連

へ報告書を再提出。 

 

以上。 




